





























































































日時：11 月 3 日（祝）10 時半から 12 時












日時：11 月 2 日（火）3 日（祝）
　　　駒木祭期間中　常設

































































③　“Yo! Yes!” （by Chris Raschka）―対話をし
よう 1：「Yes にもいろいろな気持ち」
④　“Lemons are not Red!” （by Laura Vaccaro 
Seeger）―対話をしよう 2：「発音がきれ
い」よりも「感じ」を込めて
⑤　“Brown Bear, Brown Bear, What Do You 
See?” （by Bill Martin Jr & Eric Carle）―
絵本を読む 1（パターン・ブックスから）
⑥　“Very Tall Mouse and Very Short Mouse” 
（by Arnold Lobel）―絵本を読む 2（アメ
リカの小学校 1 年生の教科書から）
　入れ替わりで見学者の来場はあったが、ワーク
ショップの参加者は 9 名で、その内訳は、70 代 1
名、60 代 2 名、50 代 2 名、40 代 3 名、20 代 1 名





















































場者は 95 名であった。年代は、19 歳以下が最も
多く、50 名であった。その他は、20 代 22 名、30
代 4 名、40 代 11 名、50 代 5 名、60 代以上 1 名、
不明 1 名であった。大学生が 58 名と多かったが、
一般の大人の方の来場も 22 名見られた。

































2. 絵本全般が好きだから 21 19.6
3. 絵が好きだから 17 15.9
4. 子どもが楽しめそうだから 34 31.8
5. お絵かきができるから 2 1.9
6. その他 25 23.4
表 4　原画展開催の情報入手方法（複数回答）
情報入手方法 人数 割合（%）
1. ポスター・チラシ 17 17.9
2. インターネット 4 4.2
3. 学園祭当日に 59 62.1
4. その他 14 14.7
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なる。
　②　おはなしの会の内容とアンケート結果
　おはなしの会では、こやま峰子氏から、キュー
バの社会・歴史的背景について伺い、「キューバ
では子どもたちが宝である」というお話と共に
「たからものがいっぱい！」の絵本の制作時の想
いや願いを伺った。また、キューバの子ども達が
絵を描く様子を、スライドを使って説明していた
だいた。最後に、参加者同士で絵本の詩を読み、
子どもたちの宝物について考えをめぐらせる体験
をした。
　おはなしの会を開催中、お絵かきコーナーも開
表 5　原画展来場者の感想（抜粋）
所　属 感　　　想
高校生 素晴らしかったです。子どもが書いたとは思えませんでした。
大学生 2 回も来てしまった。私たちより下の子が書いているのはびっくりしました。とても才能がある
んだなと思いました。
大学生 明るい色使いが多くて見ていて心が温まった
大学生 いろいろな国の素敵な子どもの感性に触れることができ、学ぶことも多くあり、よかったです。
大学生 色々な宝物があるのだなと思った。自分より年齢が下の子達なのに絵がとても上手かった。色々
な画法で描かれていてよかった。
大学生 おもしろい絵がたくさんあった。カラフルでした。絵が描きたくなりました。
大学生 心が和みました。やさしい気持ちになれた気がします。
大学生 子どもなのにとても絵がうまいと思った。その国の雰囲気が表れていた。
大学生 最初に見たときに日本の絵と感じが違うなと思いました。特に自分が気に入った絵はかぞくの絵
です。すべての絵、共通で楽しそうでした。
大学生 自分より年下の子がきれいな絵を描いてて驚いた。絵が上手かは恵まれた環境が必要かではな
く、心の持ちようなのかなと感じた。
大学生 全部の絵が個性的で表現力にあふれていて、素晴らしいと思った。子どもならではのものだなと
思った。
大学生 沢山のいろんな絵があり、上手い下手ではなく個性としてその人が出ているように思った。暖か
い気持ちになれた。
大学生 小さい子達なのにユーモアがあふれていてすごいと思った。日本人が書いているのと少し違っ
て、顔がはっきりしていた。色の使い方もはっきりしていて、色鮮やかでした。書いている顔も
外国人っぽい顔だった。
大学生 発想力やアイディアがたくさん含まれていて心をゆらされた
大人一般 色使いがきれいな絵が多く、楽しませていただきました。
大人一般 絵を見ることはあまりないのですが、これを機に好きになりました。
大人一般 可愛い絵本がたくさんあって楽しめました。
大人一般 子どもながらきれい
大人一般 子どもの絵のレベルが高く、驚きました。
その他 年に関係なくクリエイティブな絵が沢山あって驚きました。みんな色がカラフルで素敵でした。
その他教員
（小・中・高・
大）
インターネットで本日のことを調べているうちに沢山のイベントの中から「ぜひ拝見したい」と
思いました。キューバのお子さんの絵からはパワーが出ているようなインパクトがありました。
素晴らしい原画を見るチャンスを得られ、感動いたしました。とても感動しました！
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設していた。子どもを同伴した親も来場し、子ど
もを見守りながら、こやま氏のおはなしに耳を傾
ける様子が見られた。
　大人の来場者数は、19 名であった（途中入場
を含む）。10 組の親子が来場し、就学前や小学校
のお子さんを同伴していた。当日に情報を得て来
場した方が大半であった。
　おはなしの会への感想から「今まで見えていな
かったものが見えたように感じた」「先生の詩が
どんな風に作り出されていくのかが分かった」
「キューバの人々の心の温かさ、おおらかさがこ
やま先生のお話で伝わってきた。絵に添えてある
詩も心を打つものばかりで、とてもよかった」と
いった声が聞かれた。
　おはなしの会に参加することを通して、キュー
バの子どもたちに思いをめぐらせ、詩を存分に味
わうことができたといえる。
　来場者の描いた宝物の絵は、展示を行った。大
学生や子どもたちが絵を描き、14 枚の絵を飾る
ことができた。お絵かきを目当てに来場する方も
多く、原画に囲まれて絵を描く体験を提供でき
た。おはなしの会と同時にお絵かきコーナーを設
けたことは、子どもを連れた親の来場を促し、利
点はあった。一方で、親が十分に集中しておはな
しを聞けないという難点もあった。対象者を明確
にして、フォーラムとしての催しを企画すること
が、今後の改善点である。
こやま氏からキューバ取材の話を聞く絵本原画展の様子
フォーラム会場入り口
